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多新翅類は、昆虫類の大部分を占める有翅昆虫類の原
始的なグループの一つであり、有翅昆虫類誕生初期の爆
発的放散を今に残す、多様な１１の目から構成されてい
る。このようなグループの系統進化および諸形質の進化
的変遷を解明することは、有翅昆虫類の系統進化や多様
性の理解に対して、重要な示唆を与えるものと期待され
る。しかしながら、多新翅類内の系統関係は、その多様
性ゆえに、これまでのところ様々なアプローチで研究さ
れているものの、いまだ一つに定まってはいない。
私たちは、「多新翅類比較発生学プロジェクト（町田，

２００７）」において、多新翅類の形態や胚発生を総合的に

理解し、そのグラウンドプランを構築すること、多新翅
類の多様な形態形質のより本質的な比較検討を通して、
多新翅類ひいては有翅昆虫類の系統進化を解明すること
を目指している。本研究では、他の多新翅類の形態学的
特徴を合わせもつカカトアルキ目に関して、体構造に比
べ単純で形態学的プランをとらえやすい卵膜の比較形態
学的検討をおこなう。
ビドーカカトアルキKaroophasmabiedouwensisKlass
etal.を材料に、カカトアルキ類のコリオンの詳細な観
察をおこなった結果、以下のことが明らかになった
（Fig.１）。１）コリオンは４領域、すなわちbodyregion
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Fig.１ DiagrammaticrepresentationofthechorionofKaroophasmabiedouwensis,superficial(A)andsectional(B).BL:basementlayerof
exochorion,BR:bodyregion,CR:capregion,En:endochorion,Ex:exochorion,Mp:micropyle,OP:outwardprojectionofexochorion,OSL:
outermostsurfacelayer,Z１–３:zones１to３.



（BR）と３領域（zones１–３）（Z１–３）を含むcapregion
（CR）から構成される。２）コリオンの断面構造は内コ
リオン（En）・外コリオン（Ex）・最外層（OSL）の３層
であり、zone１と２において特殊化するものの、その基
本構成は卵全体を通して変わらない。３）卵門（Mp）は
１５–１９個がcapregionの円周に散在し、漏斗状の開口部
をもつ扁平な管であり、卵表層ではzone１から前方に
zone２上を伸長し、内方へはzone１においてコリオンを
貫通する。
多新翅類における予備的な比較検討の結果、１）カカ

トアルキ類卵のcapregionは、ナナフシ類卵やシロアリ
モドキ類卵に見られる卵蓋（Melander,１９０３;Sellick,
１９９７,１９９８;Zompro,２００４;Jintsuetal.,２００７）とは形態的・
機能的に異なり、卵門と連関して特殊化したzone１と２
によって、見かけ上の「キャップ」形状を呈している可
能性を示したほか、２）卵前極に円形に配置される卵
門の特徴が、カカトアルキ類とガロアムシ類の類縁
性（Tsutsumietal.,２００４;内舩・町田，２００５;Uchifuneand

Machida,２００５a,b;Uchifuneetal.,２００６）を支持し、cap
regionにおけるコリオンの特殊化がカカトアルキ目の固
有派生形質であるとの可能性も示した。
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